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──周作クラブ会報──

◆
遠
藤
周
作
文
学
館
・
第
５
回
企
画
展

　

今
回
の
企
画
展
は
、
遠
藤
周
作
文
学
館
が

外
海
町
立
か
ら
長
崎
市
立
に
変
わ
っ
て
、

初
め
て
の
企
画
で
す
。
遠
藤
文
学
の
原
点

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
を
、
新
発
掘

の
資
料
等
も
混
え
て
判
り
易
く
展
示
し
ま

し
た
。
展
示
期
間
は
２
年
間
で
す
が
、
ぜ

ひ
何
度
で
も
ご
来
館
下
さ
い
。
遠
藤
周
作

研
究
に
必
要
な
資
料
の
整
理
も
、
大
分
す

す
ん
で
お
り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

テ
ー
マ　
「
遠
藤
周
作
と
フ
ラ
ン
ス
」

期　

間　

２
０
０
８
年
5
月
18
日（
日
）か
ら

２
０
１
０
年
５
月
中
旬
ま
で
。

				




昨
年
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
に
遠

藤
周
作
が
、
家
族
ほ
か
に
宛
て
た

手
紙
類
が
大
量
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
が
、
改
め
て
遠
藤
文
学
に
と
っ

て
の
フ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
ま
す
。

問
合
せ　

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館

　
　
　
　

０
９
５
９-

３
７-

６
０
１
１

◆
軽
井
沢
高
原
文
庫
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
夏
期
特
別
展
は
、
生
誕
百
三
十
年

を
記
念
す
る
「
有
島
武
郎
展
」
で
す
。

　
『
或
る
女
』
な
ど
の
名
作
で
知
ら
れ
る
白

樺
派
の
人
気
作
家
有
島
が
、
軽
井
沢
の
別

荘
で
恋
人
と
情
死
し
た
の
は
、
大
正
12
年

（
１
９
２
３
）
45
歳
の
と
き
で
し
た
。

期　

間　

７
月
12
日
～
11
月
３
日

　

な
お
特
別
展
に
関
連
し
て
以
下
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
高
原
文
庫
の
会　

８
月
９
日
（
土
）

				




ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
も
あ
る
野
外
パ
ー

テ
ィ
ー
で
、
午
後
２
時
か
ら
。

◎
文
学
サ
ロ
ン　

８
月
23
日
（
土
）

				




富
岡
幸
一
郎
氏
の
、「
有
島
武
郎

と
内
村
鑑
三
」
の
講
演
。
午
後
２

時
か
ら
。

問
合
せ　

軽
井
沢
町
「
軽
井
沢
高
原
文
庫
」

	
	
	
	

０
２
６
７-

４
５-

１
１
７
５

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

	

〈
遠
藤
周
作
の
生
涯
と
文
学
⑭
～

	
�

『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
を
読
む
〉

日　

時		

７
月
12
日（
土
）（『
わ
た
し
が
・

棄
て
た
・
女
』
の
続
き
）、

				




９
月
13
日（
土
）、10
月
11
日（
土
）、

				




11
月
８
日（
土
）、12
月
13
日（
土
）

				




３
時
20
分
～
４
時
50
分

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

				




（
四
谷
駅
麹
町
口
前
） 

	
	
	
	

０
３-
３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師	

山
根
道
公

受
講
料	

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
） 

申
込
み	

風
編
集
室

				



 

０
８
６-

２
２
７-
５
６
６
５

内　

容	

遠
藤
氏
が
病
床
体
験
で
出
会
っ
た

苦
し
み
の
同
伴
者
で
あ
る
母
な
る

イ
エ
ス
像
を
求
め
て
、
聖
書
研
究

と
聖
地
巡
礼
を
行
な
っ
た
結
実
で

あ
る
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
を
読
み

解
き
、
日
本
人
に
も
実
感
で
き
る

イ
エ
ス
像
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◆
会
員
か
ら
の
お
便
り

　

３
月
23
日
の
遠
藤
周
作
先
生
の
誕
生
日
に

会
員
の
諸
星
孝
夫
さ
ん
（
横
浜
市
在
住
）

か
ら
、
バ
ー
ス
デ
ー
・
カ
ー
ド
が
周
作
ク

ラ
ブ
宛
に
届
き
ま
し
た
。

　
「
２
０
０
８
・
３
・
２
３　

　

 

ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

 

更
な
る
御
清
祥
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。」

　

 

諸
星
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

　

遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に
関
す
る
思
い
出

や
研
究
・
感
想
文
等
何
で
も
結
構
で
す
。

原
稿
は
半
ペ
ー
ジ
分
（
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
２
枚
）あ
る
い
は
１
ペ
ー
ジ
分（
同

５
枚
）
で
お
願
い
し
ま
す
。
但
し
、
掲
載

の
採
否
は
編
集
部
に
ご
一
任
く
だ
さ
い
。

原
稿
を
リ
ラ
イ
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
編
集
後
記

▼
名
古
屋
の
金
城
学
院
大
学
大
学
院
博
士
課
程
で

遠
藤
文
学
研
究
を
続
け
る
会
員
の
山
田
都
与
さ
ん

か
ら
、
後
期
課
程
論
文
「
遠
藤
周
作
『
王
の
挽
歌
』

と
白
水
甲
二
『
き
り
し
た
ん
大
名
大
友
宗
麟
』」
を

送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
白
水
甲
二
は
遠
藤
周
作

の
実
父
遠
藤
恒
久
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
。
遠
藤
周

作
と
母
の
関
係
は
、
遠
藤
文
学
の
原
点
で
も
あ
り

多
く
の
人
が
論
じ
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
父
と

の
関
係
を
論
じ
た
も
の
は
な
く
、
遠
藤
周
作
自
身

も
、父
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
晩
年
に
書
か
れ
た
歴
史
小
説
の
『
決
戦
の

時
』
や
特
に
『
王
の
挽
歌
』
に
は
、
色
濃
く
父
へ

の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
は
、
注

目
に
価
し
ま
す
。

▼
最
近
、
遠
藤
周
作
に
と
っ
て
の
「
父
な
る
も
の
」

に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
た
折
で
し
た
。
母
を
捨

て
た
父
を
生
涯
赦
さ
な
い
、
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
取

り
続
け
た
遠
藤
周
作
で
す
が
、
実
際
は
ど
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
若
い
頃
は
一
緒
に
暮
ら
し
た
わ
け

で
す
し
、
結
婚
し
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
父
と
義

母
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
義
母
の
遺
品

の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
若
い
頃
の
大
量
の
書
簡
類

は
、
お
そ
ら
く
父
が
大
切
に
保
管
し
て
い
た
も
の

で
す
。
遠
藤
研
究
は
尽
き
ま
せ
ん
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
31
号

�

２
０
０
８
年
６
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
編
集
委
員　

岡
田
厚
美
、
黒
澤
政
子
、
近
藤
恭
弘
、

	

　
　
　
　
　

矢
内
一
正

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
１
１-

７
９
３
９

●
次
回
の
会
報
発
行
は
８
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん

か
。
年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）

は
た
っ
た
の
３
千
円
、
な
ん
と
月
額

２
５
０
円
で
す
。
年
４
回
、
遠
藤
文

学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
載
る
こ

の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主

催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
遠

藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
行
会
な

ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若
い
人

も
大
歓
迎
で
す
。
ま
た
会
員
の
方
も
、

ど
う
ぞ
ご
家
族
や
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
く
だ
さ
い
。
下
記
の
加
藤
宗
哉
事
務

所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
お
ハ
ガ
キ

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ
ば
、
折
返
し
会
費

振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。




